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東京手仕事とは
現代の消費者が求める伝統
工芸品の新商品を創り出すと
ともに、国内はもとより世界に
発信していく取組みです。江戸
職人の匠の技と心意気によって
磨かれ、庶民に愛されて連綿と
受け継がれてきた東京の伝統
工芸品の優れた機能性を広く
知っていただくべく、本プロジェ
クトでは、伝統工芸の技と現代
の感性が融合した豊かなライフ
スタイルを提案していきます。

東京の伝統工芸品について
東京の伝統工芸品は、長い年月を経て東京
の風土と歴史の中で育まれ、時代を越えて
受け継がれた伝統的な技術・技法により
作られています。伝統工芸品は、手作りの素朴
な味わい、親しみやすさ、優れた機能性等が、
大量生産される画一的な商品に比べて、
私たちの生活に豊かさと潤いを与えてくれます。
伝統工芸品は地域に根ざした地場産業
として地域経済の発展に寄与するとともに、
地域の文化を担う大きな役割を果たしてきて
います。現在、42品目が東京都の伝統工芸品
として指定されています。
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【東京の伝統工芸品42品目】

1. 村山大島紬
2. 東京染小紋
3. 本場黄八丈
4. 江戸木目込人形
5. 東京銀器
6. 東京手描友禅
7. 多摩織
8. 東京くみひも
9. 江戸漆器
10.江戸鼈甲
11.江戸刷毛
12.東京仏壇
13.江戸つまみ簪
14.東京額縁
15.江戸象牙

16.江戸指物
17.江戸簾
18.江戸更紗
19.東京本染
　 ゆかた・てぬぐい
20.江戸和竿
21.江戸衣裳着人形
22.江戸切子
23.江戸押絵羽子板
24.江戸甲冑
25.東京籐工芸
26.江戸刺繍
27.江戸木彫刻
28.東京彫金
29.東京打刃物

30.江戸表具
31.東京三味線
32.江戸筆
33.東京無地染
34.東京琴
35.江戸からかみ
36.江戸木版画
37.東京七宝
38.東京手植ブラシ
39.江戸硝子
40.江戸手描提灯
41.東京洋傘
42.東京手彫り印章
※指定順  
※東京手仕事では、区指定の
伝統工芸品等も支援しています。
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【指定制度について】
下記の要件を備える工芸品につい
て、「東京都伝統工芸品産業振興
協議会」の意見を聴いて、知事が
東京都伝統工芸品に指定して
います。

●製造工程の主要部分が
手工業的であること。
●伝統的に使用されてきた原材料
により製造されるものであること。
●伝統的な技術又は技法により
製造されるものであること。
●都内において一定の数の者が
その製造を行っていること。

※本カタログに掲載している情報は、2026年４月現在のものです。※商品は、手作りのため、サイズ、色、形は実際のものと多少異なる場合があります。
※表示価格は、消費税を含む総額の希望小売価格となります。※商品の仕様および「希望小売価格」は予告なく変更することがあります。
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江戸の町人文化から
花開いた職人技。

存亡の危機を乗り越えて。

江
戸
時
代
〜

明
治
〜
昭
和

職人や伝統工芸品を

戦国の動乱が明け、天下泰平が訪れた江戸時代。

江戸は、多くの人々が集住する文化・経済の中心地と

して隆盛を誇りました。現代のように職業が細分化されていな

かった時代。江戸の人々は多くが「手に職」を持つ職人であり、

専門分野別に同業の職人が集められ、大工町、塗師町、鍛冶

町などの職人町が作られていました。社会の安定と商業の

発達で生まれたゆとりを背景に、江戸っ子たちは娯楽を楽しみます。歌舞伎や浮世絵を鑑賞し、日用品にも庶民の生活

から生まれた美意識である“粋”や“いなせ”を求めるようになりました。自分の仕事に自信と誇りを持った職人たちは、互いに腕を

競い合い、指物や漆器、銀器など、数々の手工芸品を作り上げていきました。独自の町人

文化を背景に、求められるモノを形にした職人たち。時を超えて今もなお愛される匠の技と

心意気、それは江戸時代に花開きました。

やがて時は明治、そして昭和へ。明治維新によって近代化へと

舵を切った日本は、戦後の高度経済成長を経て急速な発展を

成し遂げます。しかしそれは同時に、多くのモノが生まれては

たちまち消費される、大量生産時代の幕開けでもありました。

手間と心を尽くした手仕事よりも、求められるのは便利さや効率。長きに

わたり人間が手がけてきた仕事は機械化の波に押され、職人の数は減少の

一途をたどります。そんな時代のうねりの中で存亡の危機にさらされた職人

文化。しかし、日の目を見ない時も、伝統工芸の

担い手としての誇りと江戸っ子ならではの反骨心を

胸に、職人たちはその技と意匠を絶やすことなく、

確実に次の世代へと受け継いでいったのです。
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江戸時代が誇る手仕事を、
いま世界へ。

東京の粋は、進化する。

そもそも東京の職人たちはいつ誕生し、
伝統工芸の発祥はどうなっているのか？
その点を深掘りすると江戸時代まで遡ります。
江戸～昭和、そして現代へ受け継がれてきた
「職人と伝統工芸の歴史」をご紹介します。

そ
し
て
現
代

未
来
へ
向
け
て

手を尽くす、手を砕く、手塩にかける。古来より伝わる

数多の慣用句が示すように、私たち人間はいつの

時代もその手に魂を注ぎ、絶えず新たなモノを

生み出してきました。モノづくりの歴史、それはすな

わち、人類が創造の可能性に挑み続けた歩み

そのものなのかもしれません。歴史の1ページに名を

刻んできた伝統工芸品たちは新たなステージを目指します。

時代を超えて受け継がれてきた東京のモノづくりを、

世界の隅々にまで広げていく。やがて歴史を紡いだ先で、

振り返った時に見える轍そのものが〈伝統〉になるのでは

ないでしょうか。その轍を作る誇り高き担い手が一人でも

いる限り、東京の粋は進化を続けていきます。

江戸時代から４世紀以上を経た今。

コンテンツ産業やファッション、食や伝統

工芸品をはじめとする日本の文化が、「クールジャ

パン」として世界から注目を集めています。国内外で

価値が見直される江戸の“粋”を広く力強く発信

すること。そのために誕生したプロジェクトが「東京

手仕事」です。進取の精神に富んだ江戸っ子が、

絶えず技術の革新に挑むことで磨かれてきた

伝統工芸品は、伝統と現代が融合する都市・

東京を体現する存在です。「喜ばれるモノを作りたい」

という思いを胸に、素材を吟味し繊細な手仕事で、

今日も逸品の数々が作り上げら

れています。人々の暮らしを潤し

心を豊かにする東京の伝統工芸品

は、これからも常に新たなステージ

へ歩み続けます。
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株式会社 

柿沼人形

木目込技術とデジタル技術が融合、上質な素材感とこれまで表現することが
難しかった躍動感のある、大人向けインテリアが誕生しました。本体に設けた溝へ、
職人が布を一枚ずつ丁寧に挿し込み制作、華やかさと立体感を生み出しています。
オブジェはフレーム・卓上の両展示が可能で、長寿・祝福・成長など、日常に彩り
と前向きな気持ちを添えてくれます。錦鯉にはあえて「眼」をつけない事を選択、
上品な仕上がりで完成しました。

江戸木目込人形 

木目込オブジェ「錦鯉」 

KAZUYA WASHIO DESIGN

鷲尾和哉
柿沼利光

木目込本来の柔らかな表現に対し、多面的でシャープ
な造形成立のため、溝の設計や彫りの精度を一から
見直しました。面ごとに布の織り方向を細かく調整、
特に稜線や角の処理は浮きや歪みが出ないよう高度
な技術で対応しました。

【技術のこだわり】

1950年創業。江戸木目込人形の節句人形を手がける工房です。
螺鈿の象嵌、彩色二衣重（さいしきふたえかさね）など独自の技法を
追求し、斬新な人形づくりを実践。

木目込オブジェ 錦鯉

●スタンド
（W88×D180×H85㎜、110g、／
正絹、人絹、ポリエステル、
植物由来PLA（木粉配合）／
アルダー材、真鍮）
各18,700円

●アートフレーム
（W130×D72×H230㎜、340g、／
正絹、人絹、ポリエステル、
植物由来PLA（木粉配合）／
アルダー材、友禅和紙、真鍮）
各29,700円

ビ
ジ
ネ
ス

パ
ー
ト
ナ
ー

職
　
人

「寿」「扇」「耀」

「昇」 「瑞」 「彩」



現
代
の
イ
ン
テ
リ
ア
に
も
調
和
、

木
目
込
の
ポ
リ
ゴ
ン
ダ
ル
マ
。

株式会社 

真 多呂

胴体を従来の桐塑（とうそ）からレンジ樹脂へ変更。それに
伴い精巧な平面を持つ造形と高い耐久性を両立させ
ました。また、木目込の密度が高く直線的な部分が多い
ことから、より精緻で高度な木目込の技術を展開しました。

【技術のこだわり】

真多呂では「木目込人形」の技を受け継ぎ、磨き上げられた伝統技法を
現代に伝えています。数々の工程を重ね、職人の丹精こめた技から生まれ
る雅やかな品々は、伝統工芸品として高い評価を得ています。

「赤」「紫」 「緑」
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江戸の縁起物であるだるまを、幾何学的なフォルムで再構築した「ポリゴン（多角形）
ダルマ」。木目込の技法とデジタル技術が融合、伝統的な象徴性はそのままに、
現代のライフスタイルに調和するデザインが完成しました。多面体構造による
シャープな造形は、光の当たり方によって豊かな表情を生み出し空間にアクセントを
与えます。洗練されたフォルムへの進化により、インテリアとして主張しすぎない、
だるまのやさしい佇まいが印象的です。

江戸木目込人形 

木目込ポリゴンダルマ

木目込ポリゴンダルマ
（W94×D97×H110㎜、160g／
布､樹脂）
各19,800円

株式会社torinoko

白鳥裕之・小山裕介・坂上立朗
金林真一朗

職
　
人

ビ
ジ
ネ
ス

パ
ー
ト
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ー



所
作
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し
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引
き
立
て
る
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り
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式
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ラ
ー
。

有限会社 

武笠表具店

江戸表具の伝統技術から生まれた、新しいスタイルの鏡です。金属製の蝶番を
用いず、屏風の開閉機構である紙番（かみつがい）を応用し、軽やかに折りたためる
機能性と美しい佇まいを両立。開けば自立する卓上鏡、折りたためば手鏡として
ご使用いただけます。金属や樹脂を使わず和紙や裂地のみで仕上げた柔らかな
風合いは、使うたびに空間や装いを上品に彩ります。日常にさりげなく工芸の美を
取り入れることができる逸品です。

江戸表具 

鏡　屏（きょうびょう）

屏風に用いられる紙番構造を応用し、繰り返しの開閉
に耐える強度と軽量性を両立させました。また、下張り
と呼ばれる江戸表具の技法によって、複数の紙を丁寧に
張り重ね、反りや歪みを抑えた安定した形を実現しました。

【技術のこだわり】

明治31年創業。武笠表具店は、四代に渡り継承される伝統的な
表装技術を礎に、新しい技術＆素材を積極的に取り入れている
江戸表具の工房です。掛軸・額・屏風などを手がけ、現代の暮らしに
調和する工芸品を提案しています。

YU NOMURA DESIGN

野村悠
YU NOMURA DESIGN

野村悠
武笠敦史

ビ
ジ
ネ
ス

パ
ー
ト
ナ
ー

職
　
人

鏡屏
● 中
（W110×D160
×H12㎜、
180g／
和紙､ガラス､布）
12,100円

● 小
（W70×D100
×H12㎜、
75g／
和紙､ガラス､布）
8,800円
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三
味
線
の
生
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を
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し
た
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お
洒
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な
シ
ェ
ー
ド
ラ
ン
プ
。

三絃司
きくおか

三味線の「皮を張る」伝統技法から生まれたshami lantern。音を伝えるための
膜として使われてきた生皮を光を透す膜へと置きかえ、皮の異なる厚みや透明感を
やさしい光の表情として活かしました。山型のフォルムは、皮の成形技術と職人の
手によるシワ作りによって生まれます。糸巻きを回して光量を調節する操作は、
三味線の音程を調整する感覚そのもの。伝統素材（生皮）に新たな命を吹き込み、
三味線・文化継承の明かりを灯す商品です。

東京三味線

shami lantern（シャミランタン）

合同会社ooooo

宮田茂弥
西村拓巳

濡らした生皮を木型に押し当て成形するシェードの製法
は、三味線の皮張りと同じ技法です。光の陰影と揺らぎ
を生み出すシワ作りの工程は、職人が皮を手で折り、
揉みを加えながら乾燥させる、職人の感性と手仕事に
よるものです。

【技術のこだわり】

三絃司きくおかは、葛飾区を拠点に東京三味線の製作・修理を手がける
工房です。受け継がれた伝統的な皮張り・木工技術を守り続けながら、
三味線需要の低下という課題とも向き合い、素材や技法の新たな継承
の形を追求しています。

shami lantern
A.レッドオーク × 無地
（約径165×H155㎜、300g／生皮､木）45,100円
B.縞黒檀 × 無地
（約径165×H155㎜、300g／生皮､木）50,600円
C.縞黒檀 × 緑
（約径165×H155㎜、300g／生皮､木）50,600円

ビ
ジ
ネ
ス

パ
ー
ト
ナ
ー

職
　
人

A.

B.

C.
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純
金
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砂
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し
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イ
ン
テ
リ
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ビ
ー
ル
。

有限会社 

湯島アート

平安時代から受け継がれる金銀箔・砂子の加飾技法を、現代のモダンアートへと
昇華させた卓上モビール「日本の四季物語り」。春夏秋冬をテーマにした4作品で
構成され、それぞれの季節の情景が宿ります。微かな空気の流れで静かに旋回し、
純金銀箔が光を反射しながら、異なる表情をみせる煌めきは見飽きることがあり
ません。日本の四季と和の品格、同じ柄がふたつと生まれない唯一無二の輝きを
お手元で飾ってみませんか。

からかみ

日本の四季物語り
からかみ

日本の四季物語り

砂子技法の核心は、にかわを塗った和紙の上に筒から金
銀箔を振りまいて定着させる工程にあり、同じ柄はふたつ
と生まれません。四季の表現を豊かにするために、唐紙の
技法（墨流しなど）も融合し、切り箔や空写しなど伝統技術
を駆使しました。

【技術のこだわり】

湯島アートは、からかみの伝統技法を現代に伝える工房です。純金銀箔・
砂子加飾の技を守り続けながら、襖や屏風といった従来の用途を超え、
現代の暮らしと空間に映える新たな工芸の形を追求し続けています。 松尾慎デザイン室

松尾慎
一色清

ビ
ジ
ネ
ス

パ
ー
ト
ナ
ー

職
　
人

花曇「春」 錦秋「秋」 幻冬「冬」涼夜「夏」

日本の四季物語り
●スクエア型
（W210×D50×H300㎜、220g／からかみ、
純金銀箔砂子、七彩箔、ポリエステル、
木棒、MDF）各33,000円

●サークル型
（W260×D50×H275㎜、190g／からかみ、
純金銀箔砂子、七彩箔、ポリエステル、
紙管、木材）各33,000円



リ
ビ
ン
グ
な
ど
室
内
を
癒
す
、

月
灯
り
の
よ
う
な
純
銀
の
輝
き
。

宗達アートクラフト
株式会社

「月」をテーマに、照明オブジェやマルチトレイなどを鍛金技法で制作。純金の輝きが
月灯りのように心を癒す、やさしくモダンなデザインが誕生しました。純度99.9%
の「silver999」は銅などの割金がほとんど入っていない分、金属アレルギーが
出にくく、また変色しにくいためとても美しい光沢に仕上がります。鎚目がつくる
銀の揺らぎと輝きは、大胆でありながら上質。手仕事ならではの、美しさと実用性が
両立する品として末長くご愛用頂けます。

ミチヒロ ハヤシ デザイン

林倫弘
上川宗達

シルバー999は、柔らかい素材のため加工には高い
技術が必要です。そこで、刀の鍛銀技法を使って密度を
増やし、シルバー999の光沢感と独自のゆらぎの表現を
追求。さらに縁にはいけこみの技法を用いて、更なる
重厚感と輝きを持たせました。

【技術のこだわり】

宗達アートクラフトは、自然素材の魅力と手仕事の技を活か
し、日常に寄り添う工芸品を制作する工房です。伝統技術を
基盤としつつ、現代の暮らしに調和するデザインを実践。
使うほどに味わいが深まるものづくりを大切にしています。

GINOLUA 

ビ
ジ
ネ
ス

パ
ー
ト
ナ
ー

職
　
人

東京銀器

G INOLUA（ジュノルア） 

月オブジェ
（W60×D60×H60㎜、
50g／シルバー999）
82,390円

月トレイ
（W50×D115×H20㎜、
30g／シルバー999）
42,900円

月うさぎ
（W10×D10×H15㎜、
4g／シルバー999）
11,550円

11



表
裏
一
体
の
モ
ダ
ン
な
美
、

体
と
空
間
を
包
む
ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
。

有限会社

澤井織物工場

襖や障子、畳など、直線が空間を彩る日本の美意識に着想を得たブランケット
「LINESCAPE」。「線による風景」を意味するその名の通り、ストライプが平面に
奥行きと広がりをもたらします。多摩織の伝統技法「変り綴れ織」を用い、贅沢に
織り上げた一枚は柔らかな肌触りと快適な使い心地。一枚の布でありながら線の
重なりと織りの構造によって表裏で異なる「線による風景」が現れる意匠が最大
の特徴です。

多摩織

LINESCAPE（ラインスケープ）

表面に緯糸、裏面に経糸が現れる「変り綴れ織」の
技法を応用し経糸が見える面と緯糸が見える面を交互に
配置しています。経糸を高密度の細糸、緯糸を太糸とし、
密度と糸の太さの最適化が要でした。一枚織であり
ながら、表裏で明確に異なる柄を実現した高度な技術が
形になりました。

【技術のこだわり】

澤井織物工場は、八王子を拠点に多摩織の伝統を継承する
織元です。変わり綴れ織など高度な技法を用い、素材の特性を
活かした織物を制作。伝統を礎に、現代の暮らしに調和する
テキスタイルを提案しています。

LINESCAPE

●ブランケット
（約W110×L180+房各2㎝、
毛80％､絹14％､アルパカ4%､
ナイロン2%）各69,300円

●ハーフケット
（約W110×L90+房各2㎝、
毛80％､絹14％､アルパカ4%､
ナイロン2%）各34,100円

HANA
TEXTILE DESIGN STUDIO

光井花

HANA
TEXTILE DESIGN STUDIO

光井花

澤井伸

ビ
ジ
ネ
ス

パ
ー
ト
ナ
ー

職
　
人

「HANA」 「MOKU」「KOKE」

12



ブ
ラ
シ
を
作
る
技
術
を
活
か
し
、

馬
毛
で
仕
立
て
た
手
植
え
箒
。

有限会社 

宮川刷毛ブラシ
製作所

今では希少な植毛穴加工の壺錐（つぼきり）技術を継承する、宮川刷毛
ブラシ製作所。その壺錐と独自の植毛手法、さらに上質な馬毛とウォルナット
材使用による高品質な箒が誕生しました。箒のデザインは、しなやかな
馬の足を思わせるフォルムで凛とした佇まい。密度の高い馬毛はその
柔らかさと弾力で細かな塵や絨毯の隙間を拭き取り、床のホコリやごみも
キャッチします。家具や床を傷つけず静音性も高いため、上質で丁寧な
暮らしにフィットする逸品です。

東京手植ブラシ

IMPERIAL BROOM

toshiyuki kawada design

川田敏之
宮川久美子

植える角度に合わせた木地作り、毛束の量の調整、など。
手植え工程は全て職人による手作業。出来上がった
箒は、独自の形状と柄の角度により狭い場所でもスムーズ
に掃けます。ソフトな掃き心地は、独自の技術により毛束
を高密度に植えることで実現。

【技術のこだわり】

大正10年創業。宮川刷毛ブラシは、匠の技を受け継ぎ日本の
伝統文化を守る、刷毛とブラシを扱う店舗です。定番の豚毛
ブラシをはじめ、素材と技法にこだわった手植えブラシには
愛好家が多く、これぞ職人技といえる品々が揃っています。

ビ
ジ
ネ
ス

パ
ー
ト
ナ
ー

職
　
人

 IMPERIAL BROOM 長箒
（W300×D40×H880㎜、260g／馬毛、ウォルナット、真鍮、ステンレス線、本革）
31,900円

13
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株式会社 

清水硝子

テーマは原点回帰。江戸切子の原点は透明なガラスなので、歴史の始まりである透明
なクリスタルガラスを用い、江戸切子本来の美しさと実用性を追求したロックグラスを
完成させました。原点である「透き」のガラスへ、日本の伝統的な吉祥文様・亀甲紋を
刻んだ「マット」と「クリア」の2つのグラス。切子の特徴である写り込みや光との相性も
抜群。日常的に使えるようサイズ感としては、少し大きめでありながら手馴染みが良い
大きさにしました。使わない時は箱ごとインテリアとして飾ることもできます。

江戸切子

江戸切子 ロックグラス
「時巡り」

有限会社ソラデザイン

池田真智子
清水三千代

柄を同じ大きさと形で削る、というのはシンプルながら
熟練の技が必要。しっかりと厚みのあるガラスに施された
亀甲柄に職人技が光ります。「マット」は稜線のみに
磨きをかけ、特別な印象と立体感を生み出しています。

【技術のこだわり】

戦前の1923年創業。清水ガラスは100年以上の歴史がある江戸切子
の工房です。6名の職人が一つ一つ心を込めて作る切子は、業界屈指の
生産規模を誇り、幅広い人々のもとへ江戸の文化と歴史を届けています。

江戸切子 ロックグラス「時巡り」
（口径80×H98㎜、
クリスタルガラス）
各55,000円

ビ
ジ
ネ
ス

パ
ー
ト
ナ
ー

職
　
人

亀甲マット 亀甲クリア

原
点
「
透
き
」か
ら
生
ま
れ
た
、

凛
と
美
し
い
ロ
ッ
ク
グ
ラ
ス
。



職
人
の
技
術
と
新
素
材
で
、

江
戸
切
子
に
新
た
な
価
値
を
。

廣田硝子
株式会社 EETY studio

友岡洋平
廣田達朗

クリスタルガラスが主流の中、光学ガラスへの手作業
でのカットや磨きは、透明度が高いが故にわずかなブレも
目立ちます。特筆すべきは硬さ故のその加工難易度の
高さでした。シンプルな美しい文様は職人の技術力の
結晶です。

【技術のこだわり】

1899年創業。廣田硝子は東京都指定の２つの硝子伝統工芸の
うち、江戸切子、江戸硝子、両方の製作に携わっています。硝子なら
ではの美しさと機能を持つ商品にこだわり、手仕事による伝統的製造
を継承し続けています。

たたえ

ビ
ジ
ネ
ス

パ
ー
ト
ナ
ー

職
　
人

 「菊」　

 「麻の葉」　

 「菊」　

 「麻の葉」　

江戸切子では通常使われない透明度の高い光学ガラスに、江戸切子で文様を
刻んだ平皿です。光学ガラス独特の透明感と輝き、職人による精緻な仕上げで
特別な時間を彩る器が完成しました。フラットな面に施された大胆さ＆繊細さを
併せ持つカット、底面は伝統的な切子文様を施し立体的に表現、周囲の光や色を
柔らかく映します。鮮明な光の視覚
効果が皿全体を「光のステージ」
とし、料理や菓子など食材本来の
美しさを存分に引き立ててくれます。

●Mサイス゛
（径200×20㎜、
光学ガラス）
88,000円

●Sサイス゛
（径120×20㎜、
光学ガラス）
79,200円

15

江戸切子

たたえ 
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江
戸
打
刃
物
・
刀
匠
が
つ
く
る
、

総
火
造
り
の
ス
テ
ー
キ
ナ
イ
フ
。

刀匠が江戸時代から受け継がれる伝統製法「総火造り」で仕上げた、江戸打刃物
初めての「ステーキナイフ」です。柄には希少な天然木を使用しており、手に取った際
の軽さに驚きます。伝統製法で作られているため切れ味は抜群。刃先の入りが良く、
パンケーキや柔らかな焼き菓子、フルーツなどもスッと引くだけ美しくカットできます。
刀を飾るように、縦に寝かせて置けるナイフ置きをセットにしました。

江戸打刃物

江戸打ステーキナイフ 
八澄（はすみ）

EETY studio

遠藤絵美
八重樫潤一

一品ずつ手作業により、焼き入れと鍛錬を繰り返す
ことで硬さを出し刃に鋭さを宿していきます。刃先の角度
をやや鈍角にすることで、切れ味を調整し安全性を
確保しています。

【技術のこだわり】

創業は江戸時代後期。二代目宗秋が1912年に東京で開業し、
日本刀のほか包丁、鑿（のみ）、鉋（かんな）など職人用の伝統刃物
の製作を開始しました。受け継いだ鍛造技術を堅持し、先手・横座の
手打ちにより刃物を鍛えています。

江戸打ステーキナイフ 八澄
（全長223㎜、40g／
ステンレス、木）
各27,940円 ビ

ジ
ネ
ス

パ
ー
ト
ナ
ー

職
　
人

八重樫打
刃物製作所

「花梨瘤杢」

「バーズアイメープル」

「黒柿」
ナイフ置き付
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銀
の
ス
プ
ー
ン
に
宿
る
は
、

受
け
継
が
れ
た
匠
の
リ
ズ
ム
。

株式会社 森銀器製作所

伝統的な打痕を日本の情緒あふれる風景と織り交ぜ、シンプルながら匠の技が
詰まった銀のスプーンが完成しました。日本の感性をまるごと持ち帰っていただける
よう、それぞれの打痕を「海」「雨」「風」に見立てて表現したデザインは斬新。
職人が銀を打つ、洗練されたリズムが生み出した凹凸に触れれば、その場の
会話も弾むことでしょう。どんなシーンにもフィットする品のため、ティータイムや
食事のお供、贈り物にも最適です。

東京銀器

タクミノリズム

Design＊Magica

ナカジマミカ
韮澤竜興

長年培われた経験により、一寸の狂いもないリズム感に
より侘び寂びを感じさせる柄が生まれています。また、打てば
反る板状の銀加工は難しく、シンプルさと裏腹に鎚目をつ
ける工程ではより高度な職人技が必要でした。

【技術のこだわり】

1927年創業。森銀器製作所は、金・銀器製造を専門とする
老舗メーカーです。職人から職人へ受け継がれた技法を
駆使しながら、現在も製造工程のほとんどを手作業で行い、
時代に合わせた様々な製品づくりに取り組んでいます。

ビ
ジ
ネ
ス

パ
ー
ト
ナ
ー

職
　
人

タクミノリズム
（全長134㎜、約２０g／
シルバー925）
各54,560円

「海」

「風」

「雨」
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手
に
宿
る
伝
統
美
、

籐
工
芸
の
技
術
に
よ
る
筆
記
具
。

大規模な什器や家具が中心だった籐工芸の技術を、文房具というパーソナルな
道具へと凝縮した筆記具「籐筆」。目積編みと螺旋編みの2種類の意匠に加え、
深みのある風合いの茶染め皮籐のバリエーションを展開。太めの胴軸に刻まれた
凹凸が独自のグリップ感を生み出し、使い込むほどに色艶が深まる経年変化は、
バッグの革のように「味」となり愛着とともに育っていく一本となるでしょう。

東京籐工芸

籐 筆（とうひつ）

TAISEI MISHIMA DESIGN

三島大世
木内秀樹

細いペン軸に対して均一な張力を保ちながら籐を緻密
に巻き上げる工程は、熟練職人の手仕事でしか成し
得ない精度を誇ります。また、既製の軸に外装を巻き付け
る構造では、段差の処理にも高い技術を駆使しています。

【技術のこだわり】

木内籐材工業は、文京区を拠点に東京籐工芸の技を守り
続ける工房です。籐敷物・籐家具・籐うちわなど幅広い籐製品を
手がけながら、伝統技法を現代の日用品へと展開できるよう、
籐工芸の新たな魅力を発信し続けています。

籐筆
（W140×H15㎜、20g／
籐、真鍮）
各31,900円

ビ
ジ
ネ
ス

パ
ー
ト
ナ
ー

職
　
人

木内籐材工業
株式会社 

「目積」

「螺旋」
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江
戸
の
刀
で
切
り
開
く
、

未
来
の
便
り
。

ジュエリーサショウ

東京彫金

東京縁起刀

柔らかく傷つきやすい銀素材での日本刀再現は高度
な技術を要しました。実用性にこだわったなめらかさ
と握りやすさ、そして彫刻の繊細さや目貫造形の
美しさは、熟練の職人技によって生み出されています。

【技術のこだわり】

YUSUKE TAGUCHI DESIGN

田口裕介
佐生真一・佐生恵実

ビ
ジ
ネ
ス

パ
ー
ト
ナ
ー

職
　
人

「登り鯉」 「跳ね馬」 「桜満開」

東京縁起刀
（W130×D35×H15㎜、４３g／シルバー925）各132,000円 スタンド付

江戸の装身具に宿る精緻な技と美意識が詰まった小さな銀の刀。日本刀の
製法技術を用いて仕上げた刃の部分と、刀の柄に施される装飾（目貫）をモチーフ
にした持ち手から構成されています。繊細な彫刻は躍動し、背景の彫金と１つの
物語に。飾ればまるで小さな日本刀の佇まい。手に取り封を開ける一瞬に、
期待と高揚感をいっそう引き立てます。静かな品格と、美しさを備えた、ラグジュ
アリーなペーパーナイフです。
 

1912年創業。ジュエリーサショウは、深川辰巳芸者が身に付けた装飾品（帯留め、簪）
づくりから始まったジュエリー工房で全国から依頼が寄せられています。形見や思い出の
品のリメイク依頼も多く、さまざまな形で命を吹き込む独自のモノづくりに取り組んでいます。
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江
戸
刺
繍
の
伝
統
美
を
、

鮮
や
か
な
ペ
ン
ダ
ン
ト
に
。

Team 
Embroidery
Tokyo

帯や着物に宿る江戸刺繍の技によって、再創出したペンダントネックレス「ひと糸」。
吉祥を象徴する十二角形のオリジナル金属台座に、鳳凰や連続文様など格調
ある伝統文様を、現代の装いへ再構築したオリジナル図案を採用。表裏で対照的
な色と文様を配し、江戸の美意識「裏勝り」を体現した贅沢な仕上がりです。
お客様は国内外を問わず幅広な体格にも対応、ハレの日や特別なシーンにおいて、
伝統をまとう気品を胸元へ添えます。

江戸刺繍

ひと糸

TONALI DESIGN

春名麻衣子
石田千佳子・長嶋悦子・小池佐和

帯・着物向け江戸刺繍の技法を、装身具という極小
スケールへ凝縮。極細の絹糸・本金糸・銀糸を用い、
刺し方・糸の張り・重ね方を精緻に調整しました。独自の
縫い技法やグラデーション糸の活用により奥深い表情を
再現しました。

【技術のこだわり】

Team Embroidery Tokyoは、江戸刺繍の伝統技術を現代に
受け継ぐ刺繍工房です。熟練の職人を中心に、帯・着物・アクセ
サリーにわたる幅広い制作を手がけ、江戸刺繍ならではの繊細な
美しさと手仕事の価値を次世代へ伝え続けています。

ビ
ジ
ネ
ス

パ
ー
ト
ナ
ー

職
　
人

ひと糸
（ネックレストップ：
41×51×85㎜、
チェーン：
550㎜+アジャスター+50㎜、２４g
刺繍パーツ：
絹糸、正絹、本金糸、
銀糸、銅、真鍮、
台座：シルバー925（K14GP）、
チェーン：真鍮（K14GP））
各88,000円

裏面

「立涌」
（タテワク）

「鳳凰」
（ホウオウ）

「稜華」
（リョウカ）

「唐花」
（カラハナ）

「花雪輪」
（ハナユキワ）
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「
短
冊
に
託
す
願
い
が

叶
う
よ
う
に
」

そ
ん
な
想
い
も

身
に
つ
け
る
ジ
ュ
エ
リ
ー
。

手編みジュエリーTNZAKUは七夕の短冊をモチーフに開発。各アイテムの短冊状
パーツの中には、願い事を射止める矢のイメージから発想した矢羽編みが施されて
います。線引き、手編み、ロウ付け、蝶番などの伝統的な技法と最新の鋳造技術
との融合で創りあげたジュエリーの数々。ブレスレットは印象的なフォルムと着脱の
しやすさにこだわった留め具がポイント。また、単独パーツでデザインされたリング、
ピアス、ペンダントもご用意しました。

彫 金

手編みジュエリーTANZAKU

【技術のこだわり】手編みジュエリーTANZAKU　

●ペンダント
D.（約26×6.5㎜、約4.9g（チェーン含む）、
シルバー925）29,700円
E.（約26×11㎜、約3.4g（チェーン含む）、
シルバー925）24,200円

株式会社ジオ

大段聡美
檜垣隆博 株式会社ジオ

大段聡美
檜垣隆博

ビ
ジ
ネ
ス

パ
ー
ト
ナ
ー

職
　
人

檜垣彫金工芸 檜垣彫金工芸は、創業100年余りの歴史を有する錺（かざり）
職人の工房です。すげ細工から着想を得て、現在の代名詞とも
いえる「手編みジュエリー」が確立されました。美しく繊細な技術
で多くの人を魅了し続けています。

●ブレスレット
A.（約174×13㎜、約17g／シルバー925）148,500円
B.（約185×11㎜、約15.3g／シルバー925）126,500円

F.●ピアス
（約26×6.5㎜、約4.5g、シルバー925）
36,300円

C.●リング
（約25×6.5×1.5㎜、
約5.0g／
シルバー925）
29,700円

A.
D. E.

B.

C.

F.

ブレスレットは、蝶番の構造が優れたフィット感と独創性
をもたらしています。Aは、継ぎ目が無いかのような美しい
一体感で、片手でも着脱しやすい仕様です。Bは、矢羽編み
の模様が際立ち、大きめの引き輪によって長さ調整も
スムーズに。
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四
季
の
美
を
染
め
た
、

季
節
を
ま
と
う
ス
カ
ー
フ

ふじや染工房

和歌になぞらえ、歌人が言葉に宿した情景を引き染めの特徴である「刷毛」の
線と「グラデーション」のみで表現しました。透けてしまうほどに薄いシルク生地の
スカーフは、小さく折りたためるため持ち運びしやすく、身につければ首～フェイス周り
を心地よく華やかに演出してくれます。四季の光の表現、情景が昇華された繊細な
デザインは、額に入れて飾りたくなるほど美しく「身にまとうアート」といえるでしょう。

引き染め

染景 シルクスカーフ

Kawabuchi design office

川渕好美
中村隆敏

極薄な生地への染めは、生地店が止めるほど至難の業。
染め道具から見直し、大きさ等が違う生地へ引き染めの
魅力が落とし込めるよう、試作を重ね繊細な表現と美しさ
を追求しました。仕上がりは技術の結晶です。

【技術のこだわり】

1952年創業。ふじや染工房は、素材の状態や気温、湿度など
日々異なる条件の中で工程を調整しながら、品質を高めるための
工夫を重ねています。時代の変化に適応しながら、手染め文化
の継承に力を注いでいます。

染景 シルクスカーフ
（660×660㎜、
絹100%）
各24,200円 ビ

ジ
ネ
ス

パ
ー
ト
ナ
ー

職
　
人

「春霞」 「白波」 「宵月」 「時雨」



三
面
を
鮮
や
か
に
彩
る
、

新
し
い「
粋
」の
カ
タ
チ
。

株式会社 

富田染工芸

染小紋で粋とされてきた色彩とは一線を画し、巧みな技術と既存の染料の組合せを
精緻に調整し、濃く＆明るい発色によって新しい「粋」のカタチが誕生しました。
従来の染小紋にはない、三面の柄が全て違なる美しさを追求したポーチシリーズ。
性別を問わず和装・洋装いずれにも合わせやすい仕様で、鞄に入れるだけで気持ち
が高まる、多彩な小紋柄＆明るいバリエーションのポーチです。大切に持ち歩きたい
ものを収めたくなります。

染小紋

SARAKICHI 
KOMON POUCH

合同会社MYKデザイン事務所

石坂美由紀
野島仁美・富田篤

渋い色味が多い染小紋での明るい発色は、より高度な
技術を要します。染粉の配分から見直し、文様の輪郭が
埋もれないように繊細な工夫を実施。糊の塗り重ねと
染色を繰り返すことにより鮮やかさを表現しました。

【技術のこだわり】

1914年創業。神田川の清流を求めて新宿に根を下ろし、染小紋・
更紗等で140年以上の歴史を持つ染め工房です。現在は和装
だけでなく多彩な素材をテーマに、江戸時代から続く洒落心を
今に伝え、現代の暮らしに添う染めへと進化を続けています。

ビ
ジ
ネ
ス

パ
ー
ト
ナ
ー

職
　
人

「ブルー／ピンク」 「オレンジ／ピンク」 「グリーン／パープル」 「イエロー／ブルー」 「ピンク／イエロー」

表

裏

SARAKICHI KOMON POUCH（145×85×マチ40㎜、絹、ナイロン）各13,200円
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東京洋傘
Monpluie
Amulette（モンプリュイ アミュレット）

24

株式会社 

モンブラン 

つながり・成長・招福・勝運̶̶日本古来の文様に込められた願いを表現、縁
をつなぐ傘、意味で選ばれる傘として再構築した東京洋傘「Monpluie Amulette」。
型染の糊置き・染め抜きの技法が生み出す線の強弱と余白の表情は、プリントでは
出せない文様の奥深さを表しています。使用時は長傘の端正な佇まいを保ちながら、
移動や収納の際には短くコンパクトに。天然素材ならではの風を通す涼しさ、
使うほどに深まる経年変化も大きな魅力です。

株式会社更銈

大野耕作
山口君枝

型染の型紙・糊置き・染め抜きにより、文様の意味と
装いを表現。仕立てには希少な関東縫い（頭から縫う）を
採用し、裁断精度・生地の送り・縫い線の安定など、
手仕事と機構設計を両立させた高度な製造技術が
傘１本に宿っています。

【技術のこだわり】

モンブランは、墨田区を拠点に東京洋傘の製造卸を手がける工房です。
型染と傘仕立ての技術を守り続けながら、日本の伝統文様に込められた
意味を現代の暮らしへ届ける、工芸実用品の開発に挑み続けています。

ビ
ジ
ネ
ス

パ
ー
ト
ナ
ー

職
　
人

●長傘
（親骨55㎝／
４００g／
綿100%）
各49,500円

●折傘（2way）
（親骨50㎝／
４００g／
綿100%）
各49,500円

「輪違い」「早蕨」

「招き猫」 「福千鳥」
柄の長さを
２段階に調節可能

柄の長さを
3段階に調節可能

願
い
を
込
め
、技
術
を
込
め

想
い
を
ひ
ら
く
洋
傘
。

長傘・折傘兼用
傘袋付



東京和晒
株式会社 

伝統の柄と技術を、現代へ橋渡しする新アイテムとして生まれた「東京本染Gilet」。
浴衣の雰囲気をまといながら、Tシャツやブラウスの上にさっと羽織るだけでピタッと
決まる新感覚の和装です。菊、UFO富士、花火など遊び心が楽しい3種類の
デザイン。羽織留めなしのシンプルな仕様で、ピンや羽織紐など各自のアレンジ
も楽しめます。和の伝統美を日常へ軽やかに取り込める一枚として、国内外を問わ
ず幅広い層へ届けます。

有限会社 ニル

内田智速
瀧澤一郎

注染の色落ちの課題がクリアできるよう、時間をかけ繊維
と染料を強固に結合させることで高い堅牢度を実現しまし
た。この工程を厳守する染工場は国内でもごく少数。また
、両面が同じ様に染まる注染の特徴により、単衣の裏地
まで美しい仕上がりです。

【技術のこだわり】

東京和晒は、葛飾区を拠点に東京本染ゆかた・てぬぐいの注染技術を
守り続ける工房です。注染産業の新たな市場を切り拓くべく「東京
本染HAORI」に続き「東京本染Gilet」を発表、伝統技法を現代の
装いへと展開し続けています。

ビ
ジ
ネ
ス

パ
ー
ト
ナ
ー

職
　
人

東京本染ゆかた・てぬぐい

東京本染Gilet

東京本染Gilet
（フリーサイズ／
綿85％麻15％）

さ
っ
と
羽
織
る
だ
け
で
、

遊
び
心
の
あ
る
粋
な
和
装
に
。

「BOKASHI & KIKU」 「UFO OVER Mt.FUJI」 「HANABI IN SPACE」

表

裏

表

裏

表

裏

25

各24,200円
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東京手仕事に関する素朴な疑問にお答えしながら、

その考え方や取り組みを深掘りしてご紹介します。

Q.
A. 
「東京手仕事」プロジェクトとは
「東京手仕事」プロジェクトでは、

商品開発と開発商品の普及促進を３年に渡って行っています。

Q.
A. 
商品開発はどのように進めているの？
伝統工芸事業者である職人が、

ビジネスパートナーとチームを組んで、

商品開発を行います。

計画の策定から始まり、

試作品の製作や実店舗での

テストマーケティングを経て、

商品を完成させていきます。

最後の選定委員会で完成品と認定され、

採択されると「東京手仕事」プロジェクトの

商品として販売できます

Q.
A. 
商品の普及促進策は何があるの？
開発商品について販路開拓を行うべく、

商品開発後の２年間において、

国内はもとより海外の展示会へ出展や小売店で販売催事を行います。

それ以外にも、各社の要望により、ＥＣや個店での販売も行います。

東京手仕事を

Q.
A. 
ビジネスパートナーの役割は？
ビジネスパートナーは、デザイナーを中心とした専門家で、

アイデアやデザインの提案をとおして、

伝統工芸の技術を現代のライフスタイルに合った商品へと落とし込み、

開発をサポートします。

詳しくはこちらから
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ここでしか得られない。五感で感じる東京の伝統。
古くより日常生活から生まれ、磨き上げられた職人の技。それはいつしか「伝統工芸」と呼ばれ、日本独自

の文化として尊ばれるようになりました。日本の首都である大都市東京には、今もその灯を絶やさず受け

継いでいる人々がいます。歴史と伝統が過去、現在、未来、そして世界を結びつける。直接触れること

でしか味わえない手作りの体験が、ここに。

体験して 心・技・文化を、体験することで深く知る。
東京都の各所に伝統工芸の工房等(拠点)が点在し、
モノづくりの体験ができる工房もあります。
職人の丁寧なレクチャーのもと、
見て、ふれて、五感で伝統工芸がお愉しみいただけます。

東京の伝統工芸体験
予約サイト

Instagram

詳しくはこちらから

ミニチュア盆栽（造花）製作体験

アイススプーン制作体験

ペーパーナイフ制作体験

つまみかんざし制作体験



事業者連絡先一覧
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06

07

08

09

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

株式会社 柿沼人形

株式会社真多呂

有限会社 武笠表具店

三絃司きくおか

有限会社 湯島アート

宗達アートクラフト株式会社

有限会社 澤井織物工場

有限会社 宮川刷毛ブラシ製作所

株式会社 清水硝子

廣田硝子 株式会社

八重樫打刃物製作所

株式会社 森銀器製作所

木内籐材工業 株式会社

ジュエリーサショウ

Team Embroidery Tokyo

檜垣彫金工芸

ふじや染工房

株式会社 富田染工芸

株式会社 モンブラン

東京和晒 株式会社

〒343-0857 埼玉県越谷市新越谷1-21-11

〒110-0005 東京都台東区上野5-15-13

〒330-0063 埼玉県さいたま市浦和区高砂3-7-6

〒124-0014 東京都葛飾区東四つ木1-7-2

〒277-0863 千葉県柏市豊四季945-579

〒111-0042 東京都台東区寿1-6-6 山岸ビル1階

〒192-0002 東京都八王子市高月町1181

〒111-0041 東京都台東区元浅草2-10-14

〒124-0006 東京都葛飾区堀切4-64-7

〒130-0013 東京都墨田区錦糸2-6-5

〒124-0012 東京都葛飾区立石3-4-7

〒110-0015 東京都台東区東上野2-5-12

〒112-0011 東京都文京区千石4-40-24

〒135-0005 東京都江東区高橋14-21

〒355-0155 埼玉県比企郡吉見町北吉見3210

〒125-0042 東京都葛飾区金町4-17-2

〒169-0075 東京都新宿区高田馬場3-28-130

〒169-0051 東京都新宿区西早稲田3-6-14

〒130-0012 東京都墨田区太平2-19-1 佐藤マンション1階

〒124-0012 東京都葛飾区立石4-14-9

048-964-7877

03-3833-9662

048-822-4946

03-3696-5501

0471-44-3136

03-6231-7954

042-691-1032

03-3844-5025

03-3690-1205

03-3623-4145

03-3697-5487

03-3833-8821

03-3941-4484

03-3632-5233

03-5648-7056

03-3368-8559

03-3987-0701

03-6751-9748

03-3693-3333

掲載 事業者名 連絡先 住 所
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※表示価格は、消費税を含む総額の希望小売価格となります。
※掲載商品の価格・内容は2026年4月末現在のものです。※価格表示のない小物はコーディネート用です。

小粋屋東京
「小粋屋東京～おしゃれな伝統工芸品～」は、
東京都が運営する
伝統工芸品を販売するオンラインショップです。

オンラインストア

THE COVER NIPPON
〒107-0052 東京都港区赤坂9-7-3
東京ミッドタウン ガレリア3階
TEL 03-5413-0658

歌舞伎座内1階 お土産処 木挽町
〒104-0061 東京都中央区銀座4-12-15
TEL 03-3545-6557

常 設 店 舗

常設販売コーナー

※「お土産処 木挽町」は一般開放時間もございますので、詳しくは歌舞伎座ホームページをご参照下さい。

ホテル東京ガーデンパレス １階ロビー
〒113-0034 東京都文京区湯島1-7-5
TEL 03-3813-6211

東京ビッグサイト（東京国際展示場）サービスコーナー
〒135-0063 東京都江東区有明3-11-1
TEL 03-5530-1215

東京手仕事商品販売のご案内



城東支社「東京手仕事」プロジェクト事務局

ブランドサイト Instagram

小粋屋東京
東京都が運営する
伝統工芸のオンラインショップ




